
別紙様式 

 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和４年１０月２９日～令和５年１月２１日 

参加者数等 定員  ３０名 応募者数  １９名 

 参加者数 ４年 ７名 修了者数 ４年 ７名 

  ５年 ３名  ５年 ３名 

  ６年 ８名  ６年 ８名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 令和４年１０月２９日（土） 

１２時３０分～１５時３０分 

 

  

生
き
方
学 

ふ
る
さ
と
学 

会場 共栄大学ほか 

講義名 畑にある楽しさと学び 

～みんなで掘って食べてみよう～ 

講師 公益社団法人 春日部青年会議所 

竹前 亮佑 氏 

２日目 
開催日時 令和４年１２月３日（土） 

１０時００分～１２時００分 

 

  

ふ
る
さ
と
学 

は
て
な
学 

会場 共栄大学 

講義名 縄文時代へタイムスリップ 

～かすかべにも海があった！？～ 

講師 春日部市教育委員会 

文化財保護課 学芸員 

３日目 
開催日時 令和５年１月２１日（土） 

１０時００分～１２時３０分 

  

生
き
方
学 

会場 共栄大学 

講義名 アテネオリンピック代表「バスケッ

トボール選手」から学ぼう 

講師 共栄大学 女子バスケットボール部 

監督 楠田香穂里 氏 

子ども大学かすかべ 学長 須田 和也（共栄大学 教育学部 教授） 

子ども大学かすかべ実行委員会 

実行委員長 須田 和也（共栄大学 教育学部 教授） 

実行委員 

（関係団体） 

春日部市教育委員会、共栄大学、公益社団法人春

日部青年会議所 

令和４年度 子ども大学かすかべ 

自然農で育てたさつま芋を収穫 

黒耀石の切れ味を体験 

バスケの実技演習 



別紙様式 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

・ほかの学校の友だちと交流できて、友だちになれたのが良かったです。 

・ふだん体験しないことをたくさん経験できて良かったです。 

・全部自分のためになって良かったなと思った。またこの子ども大学に参加したいです。 

 

保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・普段学校では経験できないようことを経験させて頂き、普段関わらないような方々と接する

ことができ、学生の皆さんも優しく一生懸命接してくださり、本当にありがたかったです。 

・違う学校の児童や自分の学校の先生以外の大人の人と交流できたことも、良い体験です。 

・大学キャンパスに初めて入ったので、小学校とは違う大きな建物や講堂の広さに驚いていま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会場での密を避けるため、定員を通常時の 50名から 30名にして募集を行った。 

・募集チラシ等に新型コロナウイルスの感染状況により、中止となる場合がある旨を記載した。 

・受付時に検温、消毒を実施した。参加者に消毒液・ウェットティッシュを配付した。 


